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ク shell shock」「戦争神経症 war neurosis」が注目され、ヴェトナム戦争帰還兵の精神的






























 兵役については、大日本帝国憲法（1889年公布、90年施行）第 20 条において「日本臣
民は法律の定むる所に従ひ兵役の義務を有す」と定められていた。しかし、兵役法（1927
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【図 1】何が婦人公民権案を葬つたか？ 
      






















































































精神障がいが記載されていたことによる（加藤 2001: 670）。 
 また、日本のマスメディア（新聞）においては 20世紀初頭からヒステリーに関する記事
が多く登場するようになり、1930 年代をピークとしてその後減少する。さらに、初期の頃
から犯罪などと結びつけられた逸脱報道の中で比較的頻繁に使用された（佐藤 2013: 186）。 
 近代日本の通俗医学書やマスメディア・文学においては、ヒステリーは主に「女の病」と


































































































































  今や国家は、重大な時にあたつてゐます。かういふ時にこそ、女性の力が大切なの  
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【図 1】西洋に多いとされたヒステリー     【図 2】「流行心理」に流されやすい女性 
  









女達が続々ヒステリーになつたこともありません。（式場 1937a: 168） 
 
 日露戦争に於ての軍隊内の精神病についての報告もあるが、欧州大戦に於ける各国




















































































士官・准士官 下士官 兵 その他 合計
人数 43 21 752 16 832
ヒステリー 0（0%） 1（2.0%） 48（94.1%） 2（3.92%） 51
臓躁病 3（0.54%） 8（1.44%） 538（96.6%） 8（1.44%） 557
中村江里 戦争と男の「ヒステリー」 















であったが、43 年 10 月に第一〇九兵站病院で「皮質下性運動性失語症」と診断され、44
年 5月に病名が「ヒステリー」に転じ、44年 9月に国府台陸軍病院に入院後、45年 2月に








  口問 
  〔中略〕 
 （三）お前の病気は一体何だと思ふか？ ――ヒステリー 
 （四）ヒステリー等は日本の兵隊にあるか？ ――ありません 
 （五）一体どんな人間がかゝる病気か？男か？女か？ ――女です 
 （六）女は何故ヒステリーに罹るのか？ ――しりません 
  〔中略〕 
 （十四）治したい気持はあるのか？ ――有ります 
 （十五）どんな事をしてゞも治す気はあるか？ ――あります 
 （十六）それでは今日はお前を直
ママ













ボルト～80 ボルトと電圧を変化させながら 60 回も通電が行われ、その間ア行の音を発音
するよう何度も訓練が行われた。治療後においても発声は「極めて不十分、不自然」であっ
たが、「正常なる発声をなし得る事は他覚的に認められたり」と治療を行った軍医は誇らし












































飯島茂「軍隊ニ於ケルひすてりー二就テ」『神経学雑誌』15 巻 1 号、1916 年 1 月、40-45 頁。
（引用の際は「飯島 1916a」とする） 
飯島茂『神経学雑誌』15巻 2号、1916年 2月、25-30頁。 
飯島茂『神経学雑誌』15巻 4号、1916年 4月、27-29頁。 





内田雅克『大日本帝国の「少年」と「男性性」 : 少年少女雑誌に見る「ウィークネス・フォビ 
ア」』明石書店、2012年。 
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式場隆三郎「戦争とヒステリー」『婦人倶楽部』18巻 14号、1937年 12月。（引用の際は「式場 
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1937a」とする） 
式場隆三郎「戦争とヒステリー」『発明』34巻 12号、1937年 12月。（引用の際は「式場 1937b」
とする） 
式場隆三郎『知識人の為の頭脳強健法』三笠書房、1939年。 
清水寛編『十五年戦争極秘資料集 補巻 28 資料集成・戦争と障害者 「病床日誌」戦争神経症
編』第 5冊、不二出版、2007年。（引用の際は「清水 2007a」とする」） 
同 第 6冊、不二出版、2007年。 
同 第 7冊、不二出版、2007年。（引用の際は「清水 2007b」とする」） 
清水寛編著『日本帝国陸軍と精神障害兵士』不二出版、2006年。 
下澤瑞世『実験・日本軍心理』武教協会、1913年。 








位置」『季刊戦争責任研究』第 81号、2013年 12月、52-61頁。 








Micale, Mark S., Hysterical Men: the Hidden History of Male Nervous Illness, Cambridge: 
















性の「内助の功」を持ち上げてもいる。（『官報』号外、昭和 6年 3月 25日第 59回帝国議会貴
族院議事速記録第 38号、631-632頁） 





ヘ イ ス テ リ
」というオランダ語
に漢字を当てたものが用いられ、英語に漢字を当てた「歇私的里
ヒ ス テ リ
」「歇斯的里
ヒ ス テ リ
」などが用いられ
たが、時代が下るにつれて漢字表記は姿を消していった。（船越 2001: 86） 
５ 宇佐玄雄（1886-1957）は日本の仏教者・精神科医。山渓寺の住職当時、気質の一様でない
人々を教化するには精神医学を学ぶ必要があることを痛感、1915年東京慈恵医院医専に入学、
森田療法と仏教の共通性を意識して、森田療法の最初の病院である「三聖病院」を設立、神経
症性障害に対する森田療法を独自の禅的風格を加えて実施した。 
６ 杉田直樹（1887-1949）は日本の精神科医・精神医学者。1912年東京帝国大学卒業、精神科
入局（呉秀三教授）、13年～17年講師。1913年から文部省外国留学生としてドイツ・フラン
ス・オーストリア留学の予定だったが、第一次大戦勃発のため、オランダ・イギリス経由で帰
国、1915年よりアメリカ留学、18年帰国、東京帝大医学部講師となった。東京帝大助教授、
松沢病院副院長、名古屋医大教授を経て、1931年名古屋大学医学部教授となり、精神医学講座
を担当した。46年より県立城山病院長を兼任、49年退官、東京医大教授就任予定だったが、
急逝した。優生学とその運動にもコミットした。 
７ 式場隆三郎（1898-1965）は日本の精神科医・美術評論家。1921年新潟医専卒。精神科入
局・助手、1926～29年欧州留学。静岡脳病院長を経て 1936年国府台病院を開設して院長に。
1947年式場病院と改称。東京タイムズ社社長、同顧問、ロマンス社社長、日本ハンドボール協
会会長、厚生省中央郵政委員、日本医家芸術クラブ委員長等を歴任。ゴッホ研究家、画家の山
下清の支援者として知られる。 
８ 以下、「WN-〇〇〇」という形で患者に付したアルファベットと番号は、清水（2007）の資
料中で用いられているものである。 
